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「
本
宮
を
Ｐ
Ｒ
」

　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。

　

本
宮
の
桜
も
４
月
中
頃
に
満

開
と
な
り
、
お
花
見
の
名
所
の

蛇
の
鼻
遊
楽
園
、
日
輪
寺
の
枝

垂
れ
桜
、
塩
ノ
崎
の
大
ザ
ク
ラ

な
ど
に
多
く
の
皆
さ
ん
が
お
出

か
け
に
な
り
、
春
を
感
じ
て
い

た
だ
け
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

５
月
は
山
の
緑
も
鮮
や
か
さ

を
増
し
、
爽
や
か
な
季
節
と
な

り
ま
す
。
新
し
い
環
境
や
お
仕

事
に
も
慣
れ
た
頃
か
と
思
い
ま

す
が
、
く
れ
ぐ
れ
も
健
康
に
留

意
さ
れ
て
お
過
ご
し
い
た
だ
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
３
月
２３
日
と
２４
日
の

２
日
間
、
東
京
都
台
東
区
の
浅

草
寺
境
内
に
お
い
て
、
復
興
の

Ｐ
Ｒ
と
風
評
被
害
の
払
拭
を
目

的
と
し
て
、「
本
宮
市
大
復
興

市
」を
開
催
し
、
本
宮
市
の
特

産
品
の
本
宮
烏
骨
鶏
の
焼
き
鳥

を
は
じ
め
野
菜
、
漬
け
物
、
お

菓
子
、
お
酒
な
ど
を
販
売
し
、

本
宮
の
味
を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
ま
し

た
。
２
日
間
と
も
、
多
く
の
観

光
客
や
参
拝
客
が
訪
れ
、
大
盛

況
の
う
ち
に
販
売
を
終
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
４
月
１６
日
に
は
、
門

川
京
都
市
長
や
京
都
錦
市
場
商

店
街
振
興
組
合
の
皆
様
に
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
同
市
場
内
に

て
本
宮
市
の
特
産
品
を
販
売
す

る「
本
宮
物
産
直
売
会
」を
開
催

し
ま
し
た
。
こ
の
直
売
会
に
は

白
沢
中
学
校
の
修
学
旅
行
中
の

３
年
生
１７
人
の
生
徒
の
皆
さ
ん

に
も
参
加
を
い
た
だ
き
、
商
店

街
の
方
や
観
光
客
か
ら
大
変
好

評
を
頂
い
て
参
り
ま
し
た
。
今

後
も
本
宮
市
や
特
産
品
を
Ｐ
Ｒ

し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
今
年
で
４
回
目
と

な
る
、「
ち
ょ
っ
と
素
顔
の
も
と

み
や
の
旅
」が
全
１０
回
の
予
定

で
実
施
さ
れ
ま
す
。
歴
史
あ
る

観
光
資
源
を
使
っ
た
様
々
な
企

画
を
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

　

５
月
に
は
地
域
懇
談
会
を
開

催
い
た
し
ま
す
。
市
民
の
皆
様

の
ご
意
見
、
ご
提
案
を
お
聞
き

し
、
市
政
に
反
映
さ
せ
て
参
り

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
お
誘

い
合
わ
せ
の
上
、
ご
出
席
く
だ

さ
い
。

�

（
平
成
２５
年
４
月
２４
日
執
筆
）

　警察、消防などの業務に精励された方を対象と
する危険業務従事者叙勲の受章者が４月13日付
で発令されました。市内から４人の方が受章され
ましたのでお知らせします。

略歴　昭和35年白河署を
振り出しに、42年間地域
の人との交流を大切にし、
地域の治安維持に努めた。

略歴　昭和38年に県警採用。
以来、駐在所勤務を主に地域
に根ざして、職務を全うした。
三春署時代は、大熊町の郵
便局強盗事件を解決させた。

略歴　一般企業を経験後、
昭和41年本宮署（白岩駐在
所）を振り出しに、県内各地
の駐在所を経て本宮警察署
在地係主任で退職した。

略歴　　昭和41年海上保
安庁入庁。京都、横浜、茨
城と転勤の後、東北地方を
中心に海難救助、海上の治
安保全に努めた。

危険業務従事者叙勲
おめでとうございます！

こんにちは市長です vol.9

本宮市長
高松義行

瑞
宝
双
光
章

瑞
宝
単
光
章

瑞
宝
単
光
章

瑞
宝
単
光
章

　

４２
年
間
、
地
元
に
根
ざ
し
た
警

察
官
と
し
て
努
め
て
き
ま
し
た
。

地
元
の
方
々
の
ご
協
力
が
あ
っ
て
職

務
を
全
う
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
い
わ
き
署
時
代
は
、
つ
り
を
通

し
て
地
域
の
人
た
ち
と
の
つ
な
が
り

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

警
察
人
生
の
３
分
の
２
は
駐
在

所
で
勤
務
し
て
い
ま
し
た
。
こ
こ
ま

で
こ
れ
た
の
は
、
半
分
は
妻
の
協
力

の
お
か
げ
で
す
。

　

二
人
で
い
た
だ
い
た
賞
で
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

３７
年
間
勤
め
て
こ
れ
た
の
は
家

族
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

公
平
中
立
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
地
域

の
人
た
ち
と
の
関
わ
り
あ
い
の
中

で
成
長
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

印
象
に
残
っ
た
出
来
事
は
、
那

珂
湊
海
上
保
安
部
時
代
、
操
業
中

の
漁
船
員
の
死
を
目
の
当
た
り
に

し
た
こ
と
。
そ
れ
以
降
、
一
人
で

も
多
く
の
人
を
救
う
た
め
邁
進
し

ま
し
た
。
こ
こ
ま
で
こ
れ
た
の
は

家
族
の
支
え
の
お
か
げ
で
す
。

喜
び
の
声

喜
び
の
声

喜
び
の
声

喜
び
の
声

佐藤武志さん（糠沢）

佐藤喜洋さん（高木）

伊藤軍一さん（高木）

遠藤正明さん（仁井田）

　

本
宮
市
の
行
政
相
談
員
に
、
井
上
進
さ

ん
と
鈴
木
悦
雄
さ
ん
が
再
任
さ
れ
、
総
務

大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
、
平
成
２７
年
３
月
３１
日
ま
で
と

な
り
ま
す
。

　

行
政
相
談
員
は
皆
さ
ん
の
相
談
相
手
と

し
て
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
苦
情
、
行

政
の
仕
組
み
や
手
続
き
に
関
す
る
問
い
合

わ
せ
な
ど
の
相
談
を
受
け
付
け
、
そ
の
解

決
の
た
め
の
助
言
や
関
係
行
政
機
関
に
対

す
る
通
知
な
ど
の
仕
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

年
間
を
通
し
て
手
紙
や
電
話
で
も
相
談

で
き
、
自
宅
で
も
相
談
に
応
じ
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

秘
書
広
報
課　

広
報
広
聴
係

　

☎
３３
―
１
１
１
１（
内
線　

２
２
３
）

　

４
月
１
日
付
け
で
、
地
区
公
民

館
長
と
白
沢
公
民
館
分
館
長
が
新

た
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
、
２７
年
３
月
３１
日
ま
で

と
な
り
ま
す
。

　４月５日に本宮市と日本メクトロン㈱との
企業立地基本協定調印式が行われました。
　同社は、電子部品の研究・製造・販売を行って
おり、この度事業拡大を図るため、本宮市白岩に
約5,018平方メートルの敷地を求め、電子部分の
研究開発拠点を建設することになりました。
　調印式は、梁取一男県北地方振興局次長の
立ち会いで行われ、協定書調印後に高松市長
が「電子社会を支える技術のさらなる開発で、
本宮市をPRしていただきたい。心から歓迎し
ます」とあいさつ。
　日本メクトロン㈱の古舘事業本部長は、「開
発・ものづくりを支える事業所として本宮か
ら世界に技術力を発信したい」と述べました。
　平成26年４月の操業を目指し、従業員の増
員も予定しています。

◆問い合わせ先
　商工観光課　商工労政係　☎33-1111（内線151）

◆問い合わせ先
　生涯学習センター　☎33-2611

行
政
相
談
員
を
委
嘱

地
区
公
民
館
長
と

白
沢
公
民
館
分
館
長
を
任
命

震災後９社目となる企業進出が決定！

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

日本メクトロン㈱と企業立地協定締結

企業立地基本協定書調印後に握手を交わす、左から梁取一男県北
地方振興局次長、㈱日本メクトロン古舘事業本部長、高松市長

井上　進さん
本宮字馬場12
☎33-2505

鈴木悦雄さん
白岩字根岸463-2
☎44-2026

荒井地区公民館長
大橋一美さん

糠沢分館長
武田宗英さん

長屋分館長
渡辺一雄さん

白岩分館長
渡辺富士雄さん

稲沢分館長
渡辺久伸さん


